
モデリングを楽しむ 

美保テクノス(株) 

ICT推進室 池田みゆき 



自己紹介・・・ 
• 所在地：鳥取県米子市 
  美保テクノス株式会社 
   ICT推進室 池田 みゆき 
• 平成17年に入社 土木部の現場支援として各現場に常駐
し、電子納品・図面作成に従事 

• 平成29年よりBIM・ICTの社内PJTが始動     
ICTPJTのメンバーとして、図面作成等に従事 

• 令和2年よりICT推進室専任として現在に至る 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
所在地：鳥取県米子市
　　美保テクノス株式会社
　　　ICT推進室　池田　みゆき

平成17年に入社　土木部の現場支援として各現場に常駐し、電子納品・図面作成に従事

平成29年よりBIM・ICTの社内PJTが始動
　ICTPJTのメンバーとして、図面作成等に従事

令和2年よりICT推進室専任として現在に至ります。

それでは、これから「モデリングを楽しむ」と言う事でお話させて頂きたいと思います。
よろしくお願いします。



「現場代理人に革靴とタブレットで
現場をプロデュースさせる！」 
具体的に・・・ 
ＩＣＴが活用され､巻尺､丁張りの必要がなく機械
と作業員が分離され安全靴の必要がなく現場が
整然としている 

2017年・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、
2017年1月「現場代理人に革靴とタブレットで現場をプロデュースさせる！」を合言葉に
協力会社含め4社9名でプロジェクトがスタートしました。

具体的な内容としては、ＩＣＴが活用され､巻尺､丁張りの必要がなく機械と作業員が分離され安全靴の必要がなく現場が整然としている事を目標としました。



国道181号岸本バイパス(7工区)工事 

• 発注者（鳥取県）を巻き込み､ 
         一大プロジェクトになった。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、4月に鳥取県発注工事において、　初のＩＣＴ工事を美保グループとして実施しました。
鳥取県初のICT工事と言う事もあり、発注者（鳥取県）を巻き込み､一大プロジェクトとなりました。

また、発注者の事前視察、鳥取県職員・米子工業高校等の見学会の実施を積極的に行いプロジェクトを進めました。
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また、発注者の事前視察、鳥取県職員・米子工業高校等の見学会の実施を積極的に行いプロジェクトを進めました。



まずは・・・・ 

•ソフトの選定～決定 

•現場視察 

•ソフト講習（10日間!!） 

•設計データ作成 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、当社にとって初めてのICT工事でしたので、
まず、現場視察に出向き「現場を知る」所から始まりました。現場が解らなければ図面は書けないと思ったからです。

次にソフトの選定に入るのですが、土木に特化したソフトがいいのか・・と色々と悩みましたが、
Autodesk社のCivil3Dを導入し、ソフトの講習を行いました。
講習には、大塚商会様の手厚い講習を10日間、みっちりとして頂きました。
その後、実践・・・・となる訳ですが、私にとっても初めての3Dソフトです。
初めての3DCAD、10日間の講習だけでは、なかなか作成する事が出来ませんでした。
しかし、そこは大塚商会様のサポートを利用し約1か月半で3次元設計データを作成する事が出来ました。

完成までの2ヶ月間は、夢にまで図面が出てくるようになっていました。
ですが、この期間があったからこそ今の私がいるように思います。




そして・・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが、作成した掘削のり面の設計データとなります。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、切替部もありましたので、InfraWorksを使用し現道部と切替部の交通規制について作成し、
地元説明等で説明を行いました。2次元図面を使用しての説明より、やはり3次元モデルでの
説明の方が周知しやすくスムーズな説明会が開催出来ました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、切替部もありましたので、InfraWorksを使用し現道部と切替部の交通規制について作成し、
地元説明等で説明を行いました。2次元図面を使用しての説明より、やはり3次元モデルでの
説明の方が周知しやすくスムーズな説明会が開催出来ました。



やっと・・・・ 
切土区間をMC（マシンコントロール）にて実施 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その後、MC建機にデータを載せ、切土の実施。

この時ほど、不安でしょうがなかった事はありません。
何せ、自分が作成したデータで現場が進むのです。
これで失敗したら・・・と思い、MCが動く！と言う日に現場まで足を運びました。

MCが動くまで安心はできません。
じっと見ていると、きちんとMC建機が動くではありませんか。

今では当たり前の事ではありますが、当時はデータ通りに動く建機をみて感動しました。
このことは、今でも忘れることはありません。

2ケ月間、頑張って良かったとホッとしたのを覚えています。



その後・・・・ 
3Dモデル作成(床版） 

平 面 図  側 面 図 

 配 筋 図  標準横断図 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また他に、Revitを使用し床版のモデルから配筋図を作成しました。
当社にはBIM戦略部と言う、建築BIMを主とした部署があります。そちらの部署では15年前からRevit に携わっていましたので
助言をもらいながら、Revit にも挑戦しました。

Revitは、平面図・側面図・横断図を利用し作り上げていきます。作り上げていく段階で
形になっていけば行くほど、楽しくなってきました。
ただ、配筋図に関しては図面が理解できなくては描く事が出来ません。
これはどこの鉄筋なの？どこにどう入る？と理解がなかなかできず作成には時間がかかりました。
自問自答し、また現場職員と打ち合わせを行い全ての鉄筋が作成できるのに、やはり1ヶ月はかかりました。

やはり、配筋図になるとどうしても集中力が必要になってきます。その集中力も長時間は持ちません・・
休憩を取りながら、目をこすりながら時間をかけて正確な配筋図を作成する事が出来ました。



その後・・・・ 
配筋図作成(床版） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、作成した配筋図となります。

配筋図の作成後、現場職員・協力業者との事前打合せを行い配筋図の確認を行いました。
この配筋図も、鉄筋毎に色分けがしてあるので、どこにどの鉄筋があるのか確認できるようになっています。

その後、施工手順のアニメーションを作成しました。



その後・・・・ 

4D作成（配筋図施工手順） 

①

②

③

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アニメーションにすることにより、.①配筋の施工手順のミスを防止し、②手戻りをなくすことにより工程短縮を図りました。
また、③設計書通りの施工を行い、高品質な施工が行えました。

配筋図のアニメーションとなります。
（このアニメーションは現場朝礼時に、現場職員・作業員との打ち合わせ利用しました。そのほか、熟練の作業員にはわかる施工手順が若手の作業員にも理解する事が出来
i-Padを現場にもって行き、アニメーションを見ることで段取りが早く出来手戻りもなくなりました。）

現場の方・作業員の方から、解りやすくてすごくよかった！と言って頂いた時に、やって良かった！と感じました。

この2つのモデリングが、私の原点となっています。





4年後・・・・ 

R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この様に、2017年から4年経過し様々なモデルにチャレンジしてきました。

令和2年度に施工した工事に、河川工事があります。この河川工事においてはブロック配置図の作成を行いました。

河川工事については、3次元設計データ作成した掘削面をサーフェスとして書き出し
面を張ったのり面にブロックの配置図を作成しました。個数として7000個はあります。
これは、Autodesku社のCivil3Dを使用して作成したブロック配置図となります。

全ての面にX,Y,Zを持っており、その面に対してブロックを配置していますので
2次元の図面より、正確なブロック配置が可能となりました。
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この様に、2017年から4年経過し様々なモデルにチャレンジしてきました。
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R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが護岸ブロック・高水敷ブロック据付状況、据付完了写真となります。
3Dモデルを活用した事により、丁張の位置が把握出来、また間詰めコンクリートの位置等が据付前に解り、
ブロックの配置をスムーズに据付することが出来ました。



R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが護岸ブロック・高水敷ブロック据付状況、据付完了写真となります。
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R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの3次元設計データ・ブロック配置図を統合モデルとして
完成予想図の作成を行い、若手職員や作業員との打合せに利用し、理解度も高まりました。

このモデル図をARを使用し現場に投影し既設構造物との収まりや擦り付けを事前に確認でき、
また発注者・若手職員・協力業者との認識共有の向上にも役立ちました。
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R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
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先ほどの3次元設計データ・ブロック配置図を統合モデルとして
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R2年度日野川岸本地区外河道整備工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ドローンで撮影した完成写真となります。

この岸本地区の現場は、2017年に掲げた「現場代理人に革靴とタブレットで現場をプロデュースさせる！」と言う目標に
に近い、理路整然とした現場となっています。

2017年に目標に掲げてから4年経過しましたが、やっとここまでと言う気がしています。






・モデリングを楽しむ 

これから・・・ 

1.難しそう 

2.面倒臭い感じ 

3.作成方法の不安 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、3Dモデルを作成するに当たって、
まず、難しそう、面倒くさい、どうやったらいいのかわからない。これは当然だと思います。
本音を言えば、私も最初はそう思っていましたし、確かに難しく簡単な事ではありませんでした。

ですが、図面を理解することが出来てくれば、案外と楽しいのです。モデルを作成し現場と打ち合わせを行う事で
一緒に現場を作って行っている、と言う考えがわいてきます。
また、完成した時の達成感は自分にしかわからないのですが、相当喜んでます。




これから・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まだまだ、発展途上ではあるのですが今、色々なモデリングを楽しんできたいと考えています。

楽しまなくては続かないと思いますし、苦しい・辛いと思えば先に進めないので、楽しみながらチャレンジする気持ちを忘れず、
モデリングを行い現場に関わることで、技術者としても成長していきたい！と思っています。




ご清聴ありがとうございました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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